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は  じ め  とこ

農林業を基幹とする本町の産業にあって、21世紀を展望した新しい旭農業づ くりのため、木田

地区と山ノ内地区にまたがる山林一帯を開発し、大規模梨園の造成を進めている。

この計画区域については、昭和62年に島根県教育委員会の指導のもとに、埋蔵文化財の分布調

査を実施した。

調査の結果、数多くの古墳を確認したため、開発区域を最小限に留め、やむを得ない 1基につ

いて発掘調査を行った後、地元の本田小学校へ移築保存し、教材として活用するとともに、後世

に伝承していくため、山ノ内14号墳発掘調査報告書にまとめている。

平成 2年 9月 、梨園造成工事中に一部を除き取 りこわされた状態で古墳らしきものが発見され、

県教育委員会の指導をいただき検討の結果、発掘調査を実施することとなり、ようやくにしてそ

のまとめを終わることとなった。

この間、ご指導をいただいた県教育委員会文化課をはじめ、御協力をいただいた多くの皆さん

に厚くお礼申し上げます。

平成 3年 3月

島根県旭町教育委員会

教 育 長 中 山   猛



日

1.本 書は、島根県那賀藩旭町大宇本田1635-8番地に所在する山ノ内28号墳の発掘調査報告書
である。

2。  本調査は、島根県浜田農林事務所の委託を受けて、旭町教育委員会が実施 した。
3. 現地調査は、平成 2年■月5日 から12月 17日 まで(延べ43日 間)行った。
4. 発掘調査に際しては、地元の方々をはじめ島根県浜田農林事務所、旭町産業課から終始多

大な御協力をいただいた。記して感謝の意を表したい。

5. 調査に関する資料 (写真 。実測図等)イま旭町教育委員会で保管している。
6。 本書の執筆は、調査員・調査補助員 。調査協力者・事務局が行い(執筆者名は目次および各

項木尾に記す。)、 編集は今田修二が行った。
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第 1章 調査に至る経緯

1.調査に至 る経緯

本調査は、島根県那賀郡旭町大字山ノ内地区で開発されている県営農地開発事業 (梨園造成)に

関連した受託事業として、旭町教育委員会が発掘調査を行ったものである。

この事業は、島根県 (浜田農林事務所)を事業主体、及び旭町を関係主体として、事業規模■8ha・

造成面積76.8ha、 事業費23億円、事業期間は昭和60年度から10ケ年継続事業という大規模な事業

計画で、本町の活性化事業の一貫として導入されたものである。

事業実施に先立ち、昭和62年 4月 から島根県教育委員会文化課の協力を得て、本町としては初

めての大がかりな遺跡の分布調査を、開発予定地内において実施した。その結果、当初から既に

周知されていた犬立古墳・柏尾原火塚 。坂本奥 1、 2号墳の 4基の他に、開発予定区域内におい

て17基、区域外に10基の古墳、及び要注意箇所 7ケ所を確認した。そして、これらを総称して山ノ

内古墳群 (山ノ内1号～27号墳)と した。以後、この調査結果を踏まえ県教育委員会、事業主体、関

係主体により、遺跡の取扱いについて協議がなされた。そして、開発側より、発見された古墳を

開発計画から除外する大幅な計画変更案が提示され、造成計画上やむなく発掘調査をおこなった

14号墳 (B召和63年度調査済み)を除き、変更案に基づき事業が進められることに至った。

しかしその後、分布調査済み区域内において、事業主体・関係主体との間で再度造成工事の変更

計画 (追加)が盛 り込まれ、平成 2年度事業で1.611aの追加造成工事が発注された。

工事実施段階になり、重機による伐根・伐関作業中、多量の石材と土器の破片を確認 。採集し

たとの連絡が本町教育委員会に入り、県文化課の調査員に同行してもらい現地の確認を行った。

その結果、出土した石材、遺物の特徴及び現地の形状等から、横穴式石室を埋葬主体とする古墳

時代後期の古墳であることが判明し、またその上、該地が当初の開発区域から除外した区域であ

ることがこの時点で明かになった。

この事実について本町教育委員会では、事業主体・関係主体に対し双方の見解の相違いとはい

え、事前協議もなく未調査のまま開発が実施されたことに遺憾の意を表 し、県文化課を合めた四

者によって経過報告と変更協議を行い、今後の処置について遺漏の無いよう改めて確認した。

そして、壊れた古墳については、早急に諸手続きを済ませ発掘調査を行うことになった。昭和

62年の分布調査時点で27号墳まで確認されていたため、この古墳の名称は山ノ内28号墳とした。

現地調査は、平成 2年■月 5日 から平成 2年 12月 17日 まで行った。
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2.発掘調査組織

調査指導者 島根県教育委員会文化課

調 査 員 今田修二 (旭町教育委員会主任主事)

調査協力者 角田徳幸 (島根県教育委員会文化課主事)

調査補助者 大屋悦子・山本由紀子

事 務 局 中山 猛・芳川栄佑・藤本孝男 。花田宜之・宇津 豊 。阿瀬川勇二・岩倉純子

調査参加者 藤本敏春・波山春義・平石安雄 。大賀 操 。石本義春・山本秀雄・吉村サカエ

塚崎百合江・寺本ヨシエ・平石フサエ・渡辺チヨノ・山本 トク江

第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

旭町は、島根県のほぼ中央の浜田市より南西に25km、 広島県々境に位置する。山ノ内28号墳は、

那賀郡旭町大字本田・山ノ内地区16358番地に所在 し、北側約 l kmで邑智郡桜江町に隣接する。

標高約290mあ まりの当地域としては緩やかな丘陵地帯であり、この丘陵の南側は比較的広い水田

地帯 (標高約250m)が広がっており、江ナIIの支流である本田川が北西方向に流れている。また、丘

陵の北側 (大字山ノ内)1ま狭小な谷本田が点在する。この地域の史跡として社寺の歴史上からも名

高い正蓬寺山門がある。和田(大字和田)の工匠として後世に名を残し、明治18年に没した豊原喜

一郎が建立したもので、喜一郎傑作の石見三門のひとつである。山門の龍・jlT子・鶴の影刻は特

に有名である。

当初この地域の古墳は、県営農地開発事業 (梨園)の開発計画に伴い実施 した昭和62年度の分布

調査によって、既周知の古墳 4基 (犬立古墳・柏尾原古墳・坂本奥 1・ 2号墳)と あわせ総数31基

の古墳群が存在することが明かになっていた。そして、この事業対象地にあたる丘陵の尾根が「木

田」と「山ノ内」の字境になっているため山ノ内 1号墳～27号墳とし、今回発見された古墳につ

いては山ノ内28号墳と称することにした。

町内においてこのような古墳群としては、著名な重富の「やつおもて古墳群」がある。このや

つおもて古墳群は、山ノ内地区よりさらに南東へ約 5 kmの ところに通称下重富といわれる人家集

落の裏山の中に点在しており、現在のところ24基が知られており、前方後円墳 1基 も確認されて

いる。
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図 1 山ノ内古墳群の位置と周辺の遺跡分布図 -3～ 4-



平成 2年度にはこの重富地区、及び更に西方約 l kmの和田地区において中国横断自動車道建設

に伴う発掘調査が島根県教育委員会によって実施された。なかでも、重富のやつおもて18号墳は、

全長26m高 さ3mの規模を有し、石見山間部では最大級の古墳であることや、 2段築成で葺石・

造り出しを持ち、中央の埋葬施設には竪穴式石室と箱式石棺の 2基を備えていたことなど、他地

域の大形古墳にみられる特徴を具備していることなどから、かなり広い範囲を支配した首長の墓

であったことが明かになった。また、この古墳の南側下斜面には、石見地方で 3例が知られてい

るにすぎない奈良時代の古代寺院 (重富廃寺)に使われていた瓦を焼いた窯跡 1基 と、同じ時代の

14棟以上の竪穴住居からなる集落跡も検出された。また、和田の小才遺跡では、大小13基の古墳が

発見。調査され、これらの中でも最も見晴らしがよく高いところにある小才 1号墳は特に大きく、

一辺 7m前後の方形の墳丘をもっており、その中央に自然石や割石を積み上げて全長5.5m、 幅1.

4mの横穴式石室を造っていた。石室内外の遺物も、他の古墳に比べ多く、鉄刀や須恵器のほか、

網に使ったと思われる160イ固1こ及ぶ土錘 (上のおもり)も 出土している。

これらのことから、旭町重富・和田地区は、古代の石見地方山聞部にあって、政治文化の中心

地であったことが解明されたが、この度調査を行った山ノ内古墳群についても、石見地方におい

ては、やつおもて古墳群に匹敵する有数の古墳群であり、当地域の歴史を解明する上で重要な意

味をもっている。

(今田修二 )

第 3章 山ノ内古墳群の構成

那賀郡旭町大字木田から大字山ノ内にかけての丘陵には、今回発見された古墳を合め現在32基

の古墳が確認されている。遺跡の名称は、周知の遺跡であった坂本奥火塚 1号 。2号墳、柏尾原

古墳、大立古墳についてはそのまま用い、昭和62年の分布調査によって発見された古墳について

は、便宜的に山ノ内 1号墳 。2号墳・ 3号墳……とし、今回造成工事中に発見された古墳につい

ては28号墳と称することにした。 (分布調査は、樹木が多数繁茂している悪条件のもとで実施した

ため、28号墳は遺漏されていたものと思われる。)

これらの古墳は標高250～ 300mの丘陵頂部から丘陵斜面にかけて分布している。周辺の本田か

らの比高は30～60mである。封土が流失したり、盗掘を受けたため不明なものもあるが、多くは

直径10m前後、高さlmぁ まりの円墳と考えられる。これらは石材の露出状況などから横穴式石

室が多いものと推測される。立地として丘陵頂部あるいは尾根上に位置する古墳は21基ある。山

ノ内 1・ 2・ 3・ 4・ 6。 7・ 8・ 9・ 10・ 11・ 12・ 13・ 19。 20・ 21。 22・ 23・ 24・ 25。 27・ 28号墳

-5-



などである。このうち墳丘を画する溝の痕跡を確認できるものは 2・ 10。 ■・21・ 23。 27・ 28号

墳の 7基である。丘陵斜面に築造されているのは、 5。 14・ 15・ 16。 17・ 18。 26号墳、坂本奥 1・

2号墳、柏尾原古墳、大立古墳の11基である。このうち16。 17'18号墳、坂本奥 1・ 2号墳、柏

尾原古墳、犬立古墳は山側にに頭著なカット面と溝の痕跡が認められる。

これまでに確認している32基の古墳は分布状況からおおまかに 6つのグループに分けることが

可能である。ここでは便宜上東側に位置するグループから順次A・ BoC・・・F と仮称しておくこと

にする。

A群 山ノ内14・ 15・ 16・ 17・ 18号墳の 5基である。16。 17・ 18号墳は、丘陵麓近くの緩やかな

斜面に、比較的近接した状態で分布している。14・ 15号墳はいず絶も丘陵斜面に位置するが、そ

れぞれ単独で分布している。

B群 山ノ内12・ 13・ 19・ 20号墳、坂本奥 1・ 2号墳の 6基からなる。山ノ内古墳群中最 も高い

ところに位置し、やや分散 した状態で分布している。12。 13・ 19。 20号墳が丘陵項部や丘陵尾根

上に位置するのに対し、坂本奥 1・ 2号墳は丘陵の急斜面に位置し、山側に顕者なカット面と溝

を有する。なお、19号墳は径17.2× 16.2m、 高さ1.5mを有する円墳で、山ノ内古墳群中では最も

大きい。

C群 山ノ内 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 7・ 8。 9・ 10。 11号墳と28号墳の12基からなる。 2～ 9

号墳は近接して分布しており、 1・ 10。 11号墳はやや離れそれぞれ単独で分布していると思われ

ていたが、28号墳の発見によりこれらのグループも近接することが分かった。 5号墳以外はいず

れも丘陵の項部や尾根上に位置している。C群は山ノ内古墳群中最も多く存在 し、墳丘の遺存状

態も比較的良好なものが多い。

D群 山ノ内21・ 22・ 23・ 24・ 25号墳、大立古墳、柏尾原古墳の 7基からなる。21～25号墳が丘

陵頂部や尾根上に位置するのに対し′、大立古墳、柏尾原古墳は丘陵斜面に位置する。大立古墳は

丘陵南西斜面に位置する円墳で、径8.0× 9.Om、 高さ1.lmあ る。墳頂部に3.6× 3.2m、 深さ0.8

mの盗掘坑があり、周辺に多くの石材が散乱していることから横穴式石室と思われる。柏尾原古

墳は、径6.0× 6.3m、 高さ1.lmの 円墳で、横穴式石室の天丼石と思われる大きな石材が露出して

いる。

E群 山ノ内26号墳の 1基のみである。丘陵斜面に位置し、盗掘坑内に若子の石材が認められる

が、墳形・墳丘規模等についてはまったく不明である。

F群 山ノ内27号墳の 1基のみである。丘陵の尾根上に位置する円墳で、径5.0× 5.lm高さ0.5m

の小規模な古墳である。

-6-
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第 4章 山ノ内28号墳の調査

今回調査を行った山ノ内28号墳は、本古墳群の中央部よりやや東側(C群)の、10号墳と11号墳を

結んだ尾根上の中に位置する。造成工事中に重機により破壊され、多量の石材・遺物の出土によ

り古墳が存在することが明らかになったもので、その石材大きさや、遺物の特徴等から、 6世紀

後半～ 7世紀前半にかけての横穴式石室を主体部とする古墳であることが判明した。

発掘調査は、工事による攪乱上を除去し、遺構の残存状況を確認するとともに、破壊を免れた

部分の調査や、横穴式石室の基底部となる石材の痕跡等を明らかにすることによって、墳丘や石室

図 3 山ノ内28号墳調査前地形図
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の規模・形態を把握することを目的に行った。

その結果、横穴式石室及びその周囲の墳丘はすべて破壊されていたが、墳丘の東半分は残存し

ており、北側には周溝があることが明らかになった。また、遺物は工事関係者により採集したも

の、及び調査時に墳丘内より出土したものを合めて29点が検出された。以下、墳丘と内部構造及

び出土遺物について順次述べていくことにする。

(今田修二)

1.墳丘について

調査着手前の状況 (図版 1-2)は、墳丘部の大部分が破壊され、石室の石材が散乱するという状

態で、わずかに墳丘東側に旧状の地形が残る程度と思われた。しかし、攪乱された土砂・石材を

Ｎ幸

ヽ＼
下
ミ

重
整

ヽ
き
/

部

ベ

図 4 山ノ内28号墳調査区配置図
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除去してみると、腐葉土をかなった現地表面が墳丘東側斜面に残 り、主体部部分を除く全墳丘の

約1/3が残存していることが明らかになった。地形測量図をもとに墳裾を復元すると、その規模は、

直径約14～ 16mの円墳であったことが推測される。

墳丘には、石室掘 り方の主軸に沿うようにDラ イン、これと直交するように6ラ インに土層観察

用の畦を設けたが、墳丘部分の攪乱が著しく盛上の状況は判然としなかった。一方、重機による

破壊がほとんど及んでいなかったa― b土層断面では、比較的その状況をよく観察することがで

き、旧表土と思われる茶褐色土層 (第 5層 )の上に、明茶褐色土層 (第 4層 )。 黄褐色土層 (第 3層 )

や暗茶褐色土層 (第 2層 )と いつた墳丘の盛土を確認することができた。盛上の厚さは調査時の現

状で50cmで ある。

墳丘の北側では、長さ約 8m・ 最大幅約 6m・ 深さ0.35mの半月形を呈する周溝が確認された。

横断面形は、底部が平坦で広いU字形で、埋土は上層より暗茶褐色土層 (第 2層 )、 暗責褐色上層 (第

7層 )、 暗褐色土層 (第 8層 )、 明茶褐色土層 (第 4層 )、 明褐色土層 (第 9層 )の 5層である。

なお、墳丘上より須恵器壷及び蓋杯それぞれ 1個体ずつが、ほぼ原位置を保った状態で検出さ

れた。このうち、須恵器壷は頸部を欠いているが、現状で高さ48cmも ある大形品で副次的な埋葬

施設であった可能性も考えられる。

(今田修二 )

2.内 部構造

南側に開日する横穴式石室であると思われる。残念ながら天丼石、及び各壁の石材は全て破壊

されており、バ ノヽクホウの爪跡は石室床面にまで及んでいた。 (図版 6-1)

しかし、精査したところ、石室の掘 り方や石材の抜き取り痕の一部が観察でき、往時の埋葬施

設の様子を僅かに窺うことができた。

石室の掘 り方は、地山を掘削して、尾根の方向に平行するように設けられている。西半部は破

壊されているものの、東半部は旧状をとどめているものと思われ、規模は、現状で南北 4m。 東

西 3 m oi朱さ0.7mである。この床面では、石室基底部石材の抜き取 り痕と思わたる凹みが、北側

で 1ケ 所、南側で 2ケ所の計 3ケ所で確認され、これらより復原される石室の開口方向は、N―

6°一Eと ほぼ南向きに設けられている。

石室形態や規模については、その手がかりは少ないが、掘 り方床面の石材抜き取り痕のうち、

北側のものを奥壁、南側のものを側壁とすれば、長さ4.5m以上の石室が想定される。また、南側

の 2ケ所の石材抜き取り痕間の幅は、0.4mで、石室の長さに比べると狭いため、これらが玄門に

-13-



設けられた袖石に伴うものであったとすれば、両袖あるいは片袖式の横穴式石室であったと推定

できる。各壁及び天丼石に使用されたと考えられる石材は、重機によって掘り起こされ、谷部に

転落していたが、その大きさは、奥壁、側壁と思われるものが長さ70～ 80cln・ 高さ50～ 60clll・ 厚

さ40～ 50cllt、 天丼石が長さ100～ 120cln・ 幅40～ 70cm。 厚さ20～ 30cmである。石材はいずれも自然

石であるが、各壁に用いられたとみられるものは、全体に丸味を帯びており、天丼石は角のある

ものであった。石材の種類は、ハンレイ岩、凝灰岩、花南閃緑斑岩、石英斑岩がある。

なお、調査前には、多量の須恵器が工事関係者により付近から採集されているが、そのほとん

どがこの横穴式石室に納められた副葬品であったと思われる。
(今田修二 )

?_L_2m

図 7 山ノ内28号墳主体部実測図
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3.出 土遺物

遺物には、土師器 3個体・須恵器24イ団体・鉄刀残欠 1片がある。このうち、調査によって出土

したものは、須恵器不身 (図 9-1-7)と 同重 (図 9-4-28)の 2点で、共に墳丘より検出され

ている。その他の遺物は、横穴式石室が破壊された際に、工事関係者によって採集されたもので

あり、従って、出土状況など全 く不明で、蓋と身のセット関係などわからない点が多い。

土師器は、lTh 2個体・甕 1個体がある。

不 (図 9-1-1・ 2)は、共に丸味を帯びた体部をもち、横方向のヘラミガキが顕者なもので

あるが、形態や手法に異なっている点がある。 1は、日縁が大きく外傾するもので、外面の 1部

にハケメ調整が行われている。 2は、口縁が内湾 し、器高が高 く深い器形をもつもので、内面は

ヘラケズリののちに、ヘラミガキが行われている。両者の外面には赤色顔料が塗布されているが、

後者のそれは内面口縁部にも及んでいる。

甕 (図 9-1-3)は 、日縁部が大きく外反 し、やや張った肩部を有するもので、外面肩部には

縦または斜め方向のハケメ、内面には横方向のヘラケズリが行われている。

須恵器は、器種の判別が困難なものが含まれているが、不蓋 3個体・不身 5個体・高不 3個体・

壷類 5個体・同蓋 4個体・平瓶 1個体・異形壷 1個体・把手付婉 1個体に分類 した。

不蓋 (図 9-1-4・ 5・ 6)に は、 2種類の形態がある。 4は、外面に 3条の沈線を施 して頂

部と口縁部の境 とする形をとるもので、日唇は単純な作 りである。 5。 6は、頂部と日縁部の境

がなく、丸味を帯びた形を持つものである。 5は、外面頂部にヘラ起 しの度が見られ、その周囲

に回転ヘラケズリが施されているが、 6は、外面項部は回転ヘラケズリ調整で、一部に平行タタ

キがみられる。

。10・ 11)には、 3種類の形態がある。 7は、日縁に短いかえりを

-5・ 6)と対になるものと思われる。外面底部は、ヘラ起こし後

末調整で、周囲に回転ヘラケズリがみられる。 8・ 9は、日縁がやや外傾し、器高が高く深い器

形をとるもので、蓋は伴わないものと思わたる。 8の外面底部は静止ヘラケズリであるが、 9は

回転ヘラケズリ調整である。10。 lHよ、日径が9.7～ 10.7cmと 小形のもので日縁は外傾し底部は平

坦である。これに伴う蓋がみられないことから、天地が逆転し、壷等の蓋になる可能性もあるが、

ここではlTh身に分類した。外面底部は、共にヘラ切 り後未調整である。

高不 (図 9-2-12。 13。 14・ 15)は、蓋を伴うものと、伴わないものの 2種類がある。12は、

内傾するかえりを有する日縁部の破片であるが、外面体部にカキメを有することから、有蓋高年

のJTh部 と考えられる。14は、無蓋高lThで ある。日縁はやや外傾し、外面に段を有しており、脚は

不身 (図 9-1-7・ 8・

有するもので、邪蓋 (図 9-

-15-



長脚で、 2段の長方形透 しが 3方向に入っている。調整は、不部底にカキメ、内面にナデが見 ら

れる。13・ 15は脚部である。13は端部に段を有 しており、外面に 1条の沈線がみられる。15は長

脚 2段透 しで、長方形の透 しが 3方向に入っており、外面の 1部にカキメ調整が施されている。

壷 (図 9-2-19・ 20。 21・ 図 9-3-22・ 24)は 、各々形態が異なっている。19は、短頸壷で、

直立 した短い口縁 とよく張った肩部を有 し、底部はやや丸味をもっている。肩部には、蓋の日縁

の 1部が付着 しており、蓋をもつものであったことがわかる。蓋 (図 9-2-16・ 17)は、このよ

うに器種に伴うものとみられ、日縁 と頂部の境がなく丸味を帯びた形をとるものである。共に、

外面頂部はヘラ切 り後未調整で、内面頂部にナデがみられる他、16の外面頂部周囲には回転ヘラ

ケズリが施されている。

20は、頸部を欠 くものであるが、長頸壷と推定される。体部は、全体に丸味を帯びており、底

部には静止ヘラケズリがみられる。21は、短頸壷で、直立する口縁に 1条の沈線、肩部に 2条の

沈線と斜行刺突文が施されており、外面底部には回転ヘラケズリ、内面底部にはナデである。蓋

(図 9-2-18)イ よ、この種の器種に伴うものと思われ、口縁 と頂部の境がなく丸味を帯びた形を

とっている。外面頂部は静止ヘラケズリ、内面頂部はナデである。22は、壷の肩部と底部の破片

で、同一個体 とみられる。肩部はよく張 り、底部は丸底で、外面はカキメののち、回転ナデであ

る。23・ 24は、無頸壷 とこれに伴う蓋である。24は、無頸で脚を有するもので、体部は肩がよく

張 り2条の沈線がみられる。調整は、外面体部下半にカキメ、内面底部に同心円状のタタキ圧痕

外面残る。23は、この蓋で、日縁に短いかえりを有 しており、外面頂部は静止ヘラケズリののち、

ナデである。

平瓶 (図 9-3-25)イ ま、肩のよく張った体部の一方に偏 して、大きく外傾する日縁がつ くもの

である。体部中央には、成形時の穴があり、これを粘土板でふさいだ痕がみられる。外面底部に

は回転ヘラケズリが施されている。

異形壼(図 9-3-26)は、外反した短い口縁をもち、体部下半が膨らんだ器形をとるものであ

る。外面底部に不整方向のハケメ、内面底部に押圧痕がみられる。

把手付婉 (図 9-3-27)は、直線的に立ち上が り緩 く外傾する体部と平坦な底部を有 しており、

把手の刹離跡がみられる。外面は縦方向のハケメの後、回転ナデ。底部は静止ヘラケズリである。

壺 (図 9-4-28)は、頸部を欠失 しているが、現状で器高48.Ocmの 大形品である。よく張った

肩部と丸い底部を有 しており、外面は平行タタキののちカキメ調整、内面には同心円状のタタキ

が見られる。

鉄刀 (図 9-3-29)は、刀身の残欠で、残存長10.2cm・ 厚さ1.2cmを 測る。刀身には、鞘の本質

が付着 しているが薄 く、外装の金具などはみられない。

-16-

(角田徳幸 )



9     __…    _

図 8 山ノ内28号墳調査後地形図
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山ノ内28号墳出土土器観察表

挿図
番号

器  種
量
，飩

法
ぐ 形 態 の 特 色

法
色
手等
特
整調
の

胎  土 ・
調
成焼
色 備  考

1
土師器
不 身

口径14
～15

器高 7

４

０

７

口縁は外傾 し、
丸味を帯びた体
部を有する。

内外面とも、横
方向の丁寧なヘ

ラミガキ調整。

外面底部に僅か
にハケメ調整が

残る。

密

焼成良好
・褐色

外面に赤

色顔料塗

布。

不  身

口径12.2
器高10.3

口縁は内湾 し、
丸味を帯び、深
い体部を有する。

外面はヘラミガ

キ。内面はヘラ
ケズリの後ヘラ
ミガキ調整。

密

焼成良好
・淡褐色

口縁 と外

面に赤色

顔料塗布。
日縁推定

復元。

甕

日径23.2 夕M則へ屈曲する
日縁と、やや張
った肩部を有す
る。

日縁は横ナデ。
体部外面は縦又

は横方向のハケ
メ、内面は横方
向のヘラケズリ

調整。

4 mmジ(
の石英
を合む。

焼成やや

不良
・責褐色

口径推定

復元。

須恵器
不 蓋

口径 14。 4 口縁と頂部の境
を3条の沈線で
表す。

内外面とも回転
ナデ。 密

焼成良好

暗青灰色

口径推定

復元。

不  蓋

日径14.3
器高 4.3

口縁と頂部の境
がなく、丸味を
帯びる。

外面頂部はヘラ
起こし後未調整

周囲に回転ヘラ
ケズリ。他は回
転ナデ調整。

3 mm大

の長石
合む。

焼成不良
色調灰白

色

ロクロの

回転方向
はらこ回り。

6 不  蓋

口径14.0
器高 4.5

日縁と頂部の境
がなく、九味を
帯びる。

外面頂部は回転
ヘラケズリであ
るが、一部に平
行タタキ痕あり。
他は回転ナデ調
整。

4 mmジ(
の石英
を合み

粗い。

焼成普通

色調淡青
灰色

ロクロの

回転方向
は右回り。

7 lTh 蓋

口径13.2
器高 4.3

口縁に短いかえ

りを有 し、体部

は丸味を帯びる。

外面底部はヘラ
起こし後未調整。
周囲に回転ヘラ
ケズリ。他は回

転ナデ調整。

4 mmジ(
の長石
を合み

粗い。

焼成普通

色調淡青
灰色

ロクロの

回転方向
イよノ上回り。

lTh 身

日径16.0

器高 6.7
口縁は外傾 し、

体部は丸味を帯
びる。

外面底部は静止
ヘラケズリ。内

面底部はナデ。
日縁は回転ナデ

調整。

3 mmジ(
の長石
を合む
が密。

焼成普通

色調淡青
灰色

9 17h 身

日径13.8
器高 6.7

口縁は外傾 し、

体部は丸味を帯
びる。

外面底部回転ヘ

ラケズ リ。内面
底部ナデ。 日縁
は回転ナデ調整。

3 mmジ(
の長石
を合む。

焼成不良
灰白色～

暗青灰色
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lTh 身

日径 9.7

器高 3.0

日縁は外傾 し、
底部は平坦。

外面底部ヘラ切
り後未調整。他
は回転ナデ。

密

焼成良好

淡青灰色

11 lTh 身

口径10.0

器高 3.2

口縁は外傾 し、
底部は平坦。

外面底部ヘラ切
り後未調整。他
は回転ナデ。

2 mmジ(
の長石
合むが

密。

焼成良好

青灰色

有蓋高不
脚 部

底径15.4 日縁に内傾する

かえりを有する。

外面底部カキメ

調整。他は回転
ナデ。

密

焼成普通

青灰色

口径推定

復元。

不

部

一品
脚

底径 15.4 「夕ヽ」字状に広
がる脚部を有 し

外面に 1条の沈
線がある。

内外面回転ナ汎 4 mmジ(
までの

長石・

石英合
む。

焼成良好
灰色～暗

青灰色

底径推定

復元。外

面 1部に
光沢のあ
る自然汗由。

高 不

口径12

器高12

底径 10

０

７

２

口縁は外傾 し、

外面に段を有す。
脚は長脚で 2段
の長方形透かし
が 3方向に入る。

外面不部底にカ

キメ調整。内面

不部にナデ。他
は回転ナデ。 密

焼成良好

青灰色

脚内外面
に光沢の

ある自然
矛由。

高 不

底径13.7 脚は長脚で、 2
段の長方形透か

しが 3方向に入
る。

不部内面にナテ
脚部外面 1部に
カキメ調整。他
は回転ナデ。

3 mmジ(
の石英
含むが
密。

焼成良好

暗青灰色

蓋

日径 9.5

器高 3.0

口縁と頂部の境
がなく、丸味を
帯びる。

外面頂部ヘラ切
り後未調整。周
囲に回転ヘラケ
ズリ。内面項部
にナデ。

5 mmヲ(
の長石
含み粗
い。

焼成良好

(外)暗青
灰色

(内)青灰

色

ロクロの

回転方向
左回り。
外面に灰
をかなる。

蓋

口径 9.8

器高 3.0

口縁と項部の境
がなく、丸味を
帯びる。

外面頂部ヘラ切
り後未調整。内

面頂部にナデ。

他は回転ナデ。

3 mm大

の石英
含む。

焼成良好

暗青灰色

蓋

口径13.0

器高 4.5

口縁と項部の境
がなく、丸味を
帯びる。

外面項部静止ヘ

ラケズリ。内面
頂部ナデ。他は

回転ナデ。

2 mmり(
の長石
合む。

焼成良好

青灰色

短頸重

口径 7.8

器高18.0
直立した短い口

縁と良く張った

肩部を有し、底
部はやや丸味を
もつ。

内外面とも回転
ナデ。

5 mmジ(
までの

長石・

石英合
み粗い。

焼成良好

暗青灰色

肩部に蓋
の一部が

付着。

体部・底

部外面に

光沢のあ
る自然罪由。
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長頸壷

頸部を欠いてい

る。体部は全体
に丸味を有する。

外面底部は静止
ヘラケズリ。他
は回転ナデ。

2～ 3
mm大の

長石合
む。

焼成良好

青灰色

短頸重

日径 9.2

器高16.2
直立する日縁に

1条の沈線。
張った肩部に 2

条の沈線と斜行

刺突文が施され
る。

外面底部回転ヘ

ラケズリ。内面
底部ナデ。他は

回転ナデ。

4 mmジく
までの

長石合
む。

焼成良好

青灰色

堕

肩部と底部の破
片。よく張った

肩部と丸い底部
を有する。

外面はカキメの

後、回転ナデ。
内面は回転ナデ。

3 mmジ(
の長石
・石英

多く合
み粗い。

焼成不良

(外)灰白

色
(内 )淡黒

色

蓋

径
高
口
器

5。 2

2.4
日縁に短いかえ

りを有 し、項部

は丸味を帯びる。

外面項部は静止
ヘラケズリの後
ナデ。他は回転
ナデ。

3 mmジ(
の長石
合み粗
い。

焼成良好
淡青灰色

無頸壷

口径 6.1

器高 6.9

底径 8,4

無頸で脚を有す
る。体部は肩が
よく張り2条の
沈線がみられる。

外面体部にカキ
メ、内面底部に

同心円状のタタ
キ圧痕が残る。

他は回転ナデ。

5 mmジ(
の長石
。石英
合み粗
い。

焼成良好

淡青灰色

脚内外面

及び月同部

下半に灰

をかぶる。

平瓶

口径 6.9

器高 8.0
肩のよく張った

体部の一方に扁
して、 日縁がつ
く。

外面底部に回転
ヘラケズリ。他
は回転ナデ。体
部の成形後、中
央の穴は粘土板

充填でふさがれ

る。

5 mmジ(
の長石
・石英
合み粗
い。

焼成良好

暗青灰色

日縁内外

面及び体
部外面に

光沢のあ
る自然釉。
ロクロの

回転方向
は右回り。

異形重

日径 6.2

器高13.7
日縁は短 く外反
し、体部下半が

膨らんだ形を示
す。

外面底部に不整

方向のハケメ。
内面底部に押圧

痕がみられる。

他は回転ナデ。

6 mmジ(
までの

石央合
む。

焼成良好

青灰色

把手付坑

底径 8.5 緩 く外傾する体
部と平坦な底部
を有す。把手の

制離痕がある。

外面は縦方向の
ハケメの後回転
ナデ。外面底部
は静止ヘラケズ

リ。内面底部は

ナデ。他は回転
ナデぉ

3 mmジ(
の長石
を含む。

焼成良好

(外)青灰

色
(内)暗褐

色

壷

器高48.0

(現状 )

頸部を欠失して
いるが、 よく張
った肩部と丸い

底部を持つ。

外面は平行タタ
キノのちカキメ。
内面は同心円状
のタタキ。

密

焼成良好

暗青灰色
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図9-1 山ノ内28号墳出土遺物実測図
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O                           10cm

図9-2 山ノ内28号墳出土遺物実測図
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図9-3 山ノ内28号墳出土遺物実測図
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図9-4 山ノ内28号墳出土遣物実測図

第 5章 周辺部の調査

今回の山ノ内28号墳発掘調査に伴い、新たに造成計画を盛 り込まれた付近の要注意個所につい

ての確認調査を併せて実施した。第一地点は、山ノ内28号墳から谷部を狭んだ東側で、緩やかな

斜面 (約50m)が続いていたため、長さ25m。 幅 2mの試掘渡 (ト レンチ)を設定し調査したが、遺

構・遺物は認めなかった。

-24-



山ノ内28号墳

ミ

朝＝

第 I地点

9      110--9m

図10 調査区配置図



第二地点は、山ノ内28号墳と第一地点の間の谷部にあり、丸味を帯びた径40～ 50clnの 自然石が

露出していたため、長さ6～ 7m・ 幅 4mの トレンチを設定し調査した。その結果、(図版15-2)

に示すとおり、人頭大以上の石材を数イ固確認したが人為的な配列ではなく、遺物等の出土も認め

られなかった。また、石材除去後の精査においても遺構等は検出されなかった。

第二地点は、山ノ内28号墳の東側斜面下にあり、その中腹において人為的な平坦面があるのを

確認したため、長さ20m・ 幅 2mの トレンチを設定した。調査の結果、この平坦面において、 2

本の煙道や、焼土・炭などが検出され、炭窯跡が存在することが判明した。この調査地点につい

ては、更にトレンチを拡張し、本調査を行った。

また、山ノ内28号墳から北東に約250mの ところに、周知の坂本奥火塚 1号古墳がある。当初、

昭和62年度の分布調査の結果とも合わせ協議の結果、梨園造成計画からは除外する予定であった

が、園内支線道工事の実施の際、遺跡の図上へのプロットミスから切土斜面に露出してしまった

もので、地形測量及び土層調査を行った。以下、炭窯跡・坂本奥火塚 1号古墳について順次述べ

ていくことにする。

(今田修二)

～`文`
現]碇＼＼、

図11 第 1地点 トレンチ土層断面図
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1.表土

2.暗茶掲色土

3.茶褐色土

4.明茶掲色土

0         1         2m

図12 第 2地点 トレンチ土層断面図
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1.表± 21明褐色± 3.排± 4.資僑色土 (粘性) 5.焼 土
6.赤褐色土 (砂含む) 7.明 赤格色■ 8.茶褐争土
3.明茶稿色± 11.明黄格色± 11 暗秦偶と上

9  1   ?      4n

図13 第 3地点 トレンチ土層断面図
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1.炭 窯 跡

第二地点に設定したトレンチのほぼ中央にあたる斜面中腹の平坦面から検出した炭窯跡は、半

地下式の構造を備えるもので、平面形は琵琶型を呈し、東位置に設けた焚き口に向けて公々に狭

く絞 り込まれる形となっている。炭窯の規模は、焚き日から奥壁まで6.8mを測り、最大巾は、中

央よりやや奥壁側にあって37mと なっている。奥壁には「ショウジ」と称される煙道が 2個所設

けられていた。奥壁の高さは、床面から検出面までは、o.9mを測り、残存する壁は地山であった。

一方焚き日付近の高さは、Dラ インで0.4mと なっており、次第に地山の高さにすり付ける構造と

なっている。炭窯跡の調査当初、窯内壁面沿いに人頭大の石材が多数存在 し、その石材の下層に

は責褐色土僻占性)及び焼土が床面全体を覆う形で認められた。この責褐色土及び焼土は「コウ」

と称される窯の天丼部が崩壊 したもので、その後窯壁材として積み上げられていた石材が落下し

たものと推定される状況であった。このことからすると、奥壁を除く両側壁はさらに高いもので

あったと考えられる。各壁面及び床面では黒色のすず状の炭化物が硬化して認められた。

煙道は、奥壁に 2個所設けられ、 1個所は窯の中央部よりやや北側に、他の 1個所は南側にあ

って奥壁からやがて側壁にうつるあたりに位置している。北側のものは、床面から上面まで1.3m、

煙道の径0.4m、 南側よりのものはそれぞれ1.0は 、0.3mを測る。このように、煙道は前者がやや

大きく、後者はやや小さい造りとなっているが、奥壁に床面から立ち昇る溝を設け、その溝を炭

窯の内側から数イ回の割石で塞ぐ構造は共通している。

この他、炭窯床面下からは、長さ6m・ 巾0.2m～ 0.4m、 深さ0,lmの溝を検出した。この溝は、

それぞれの煙道の下面位置から始まり、北側煙道より東へ約0.6mの位置で合流し、焚き口にまで

達している。これは、外部からの雨水等の流入を、窯床面下に流出したと思われる排水溝と推測

される。

尚、この炭窯からは、使用時期を直接示す遺物は認められなかった。このような形態を備える

炭窯跡としては、平成 2年度に発掘調査の行われた瑞穂町市木の米屋山遺跡があるが、その調査

で行われた14C年代測定では1780± 70年・熱ルミネッセンス年代測定では1722± 29年及び、1721±

81年、熱残留磁気年代測定では1750± 30年 という測定値が出ており、18世紀中頃を前後とする時

期であることが知られている。したがって形態的によく類似していることからすれば、江戸時代

後半に営まれたものであると考えられる。

(今田修二 )
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図14 炭窯実測図

-31-



2.坂 本奥火塚 1号古墳

南向きの斜面に営まれた径14m・ 高さ2.5mの 円墳である。墳丘の遺存状況は、今回の工事によ

って、その南西側 3分の 1が削り取られてしまったため、良好とは言えない。しかし、他の部分

の旧状は良く保たれており、墳丘の北側斜面には、古墳の墓域を明確にするとともに、石室を覆

う盛土を確保するために丘陵を削り取った加工面が認められる。この加工面は、長さ23m。 高さ

3mに及んでおり、墳丘との間に、現状で幅 5mの周溝がみられる。

埋葬施設は、明確ではないが、墳丘の立地などからみて横穴式石室と思われる。墳項部には、

石室の天丼石などを持ち去った際にできたとみられる長さ7m。 幅 4mの凹みがあり、その規模

を推定することができる。また、この凹みの主軸はN-18°一Wと南を向いており、石室の開日方

向を示していると考えられる。

工事の際に、道路の法面に露出した土層の断面は、墳丘の南西部を北西から南東に切った面と

なっている。埋葬施設にあたる部分では、石室の入日付近が露出しているものとみられ、角のと

れた転石を利用した両側壁が 3～ 4段観察できる他、その間の床面に閉塞石と思われる転石が積

まれているのが分かる。盛土は、旧表上である責日色土層 (第 2層 )の上より行われているが、石

室の部分は、旧表土をとった後に暗責自色土層 (第 3層 )や、褐色土層 (第 4層 )を盛っている。こ

れは、土層を観測したところが、石室の開日部付近にあたるためで、奥壁部分は地山を削って掘

り方を設け、斜面下側にあたる開日部には盛土をして、床面を平坦にしたと考えられる。石室の

周囲の盛土は、石材を積み上げながら、丁寧に行われており、暗褐色土層 (第 5層 )、 灰褐色土層

(第 6層 )や、茶褐色土層 (第 7層 )が互層状にみられた。盛上の厚さは、石室の西側で、1.2m。 東

側で 2mである。なお、出土遺物は検出さんていない。

(今田修二)

註。(1)平田中学校教諭 上部 徹氏の御教示による。

修)島根県教育委員会『主要地方道浜田八重可都線特殊改良工事に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書』1991年
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-33～ 34-図15 坂本奥火塚 1号墳地形図
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:.表 土   `
2.淡黒蘊   (炭TLM書と、日表土)

3.1黄自色土 (地山ブロックを含む)

4.暗黄白色土 (

5.褐色土

S‐i暗褐色土

7.灰褐色土

B.葉褐色土

9.1暗茶褐色土

10,黄絶 ■

‖●雛乱主

″        )

:I石
室内理土

図11 坂本奥火塚 1号装墳丘土層断面図 -35-36-



第 6章 ま と め

山ノ内古墳群は、同丘陵上の大立古墳・柏尾原古墳・坂本奥火塚 1号墳 。同 2号墳を合わせる

と総数32基を数えるもので、横穴式石室を内蔵する古墳時代後期の古墳群としては、石見山間部

では屈指の規模を誇っている。しかし、その実態については、1988年に14号墳が発掘調査され、

無袖式の横穴式石室が明らかになっている程度で、不明な点が多い。今回、調査を行った山ノ内

28号墳は、工事中の不時発見であったため、遺構の遺存状況が悪く、明らかにできたことは少な

いが、多量の遺物が出上したことによって、その時期を窺う資料が得られたことは大きな成果で

あった。ここでは、この点を中心に若子の考察を加えまとめとしたい。

山ノ内28号墳より出土した須恵器は、その特徴より見て異なった時期に属するものが含まれて

おり、最初の埋葬が終わった後に追葬が行われたと考えられる。しかし、出土状況が不明である

ため蓋と身の関係や、どの遺物とどの遺物が共伴しているかという点など確認できず、また、他

地域ではあまり類例のない器形をとるものも合まれているので、全ての遺物を分類 し、年代的位

置付けを与えることは困難である。したがって、ここでは、形式的な変遷が明らかなものを整理

して、時期について検討を加えてみたい。  /

古相を示す遺物としては、蓋不(図版 9-4・ 5・ 6'7)・ 高lTh(図版10-12・ 13・ 14・ 15)。

有蓋短頸壼 (図版11-16。 17・ 18・ 19・ 図版12-21)。 有蓋無頸壷 (図版11-23・ 24)があげられる。

蓋不は、 4が日縁部と頂部の境に沈線を巡らすものであるのに対し、 5・ 6は境がなく丸味を帯

びた形をとっている。また、 5・ 7は回転ヘラケズリ調整が頂部または底部の周囲に及んでいる

のみで、ヘラ起こし痕が残っており、後出的な要素が窺える。高辱は、形状のわかるものはいず

れも長脚 2段透かしである。このうち、12は有蓋高杯のlTh部で、日縁部のかえりはlTh身 (7)のそれ

に比べて立ち上がりが高く、これらの遺物を 2つ に細分 して蓋 17h(4)・高不 (12)⇒蓋不 (5・ 6。 7)

とみることも可能である。

有至短頸壷19は小形のもので、陶邑編年ではTK217以降にはあまりみられなくなるものとれて
■)                                                     修)

おり、上述した蓋不・高不と類以した資料が出土し、ほぼ同時期とみられる益田市芝窯跡の中に

同様なものが合またている。また、有蓋短頸壷21・ 有蓋無頸壺23・ 24は、肩部に沈線や斜行刺突

文が施されており、この時期の甦などの施文方法に共通する手法をとっていることから、古相に

位置付けた。

新相を示す遺物としては、不身(図版10-10・ 11)。 長頸重 (図版11-20)・ 平瓶 (図版11-25)が

ある。lTh身は、先に短頸重の蓋に分類 した16。 17と類似しているが、底部がつまみと口縁部に

かえりを有する蓋を伴う段階のものと思われるが、蓋は検出されていない。長頸壷・平瓶は、
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その多くが陶色編年ではTK217以降に加わるとされる器種であり、新相に位置付けた。

以上の遺物の時期は、古相を示すものが、山本清氏の須恵器編年Ⅲ期、陶邑編年TK43～ TK209・

Ⅱ型式第 4～ 5段階、新相を示すものが、山本編年IV期・TK217～ TK46・ III型式 1段階～ 2段階

に属するものと考えられる。

したがって、山ノ内28号墳は、 6世紀後半頃築造され、 7世紀前半代まで追葬が行われていた

とみることができる。

山本編年Ⅲ期に築造された横穴式石室を有する古墳は、石見では類例が少なく、適摩郡仁万町

明神古墳・益田市鵜ノ鼻古墳群・那賀君Б金城町金田 1号墳などが知られているにすぎない。これ

らの石室は、両袖または片袖式の平面形をとるもので、いずれも玄門部に袖石を配する構造とな

っており、Ⅳ期に築造された石室の多くが無袖式であるのと対照的である。山ノ内28号墳は、工

事によって石室の石材が全て失われているため、その構造は類推の域を出ないが、築造時期や石

材の抜き取り痕などの状況よりすれば、袖石を備えた横穴式石室であった可能性が考えられる。

山ノ内古墳群は、山間部で可耕地が少ない谷底平野を背景にしながらも30基を越える古墳群が

形成されている点が特筆されるが、今回の調査によって、その営造時期が少なくとも6世紀後半

頃まで湖ることが明かになった。しかし、古墳群の群構成や被葬者の問題、また周辺の古墳群と

の関係など問題が多く、今後の資料の蓄積を待って検討が加えられることが望まれる。

(角 田徳幸 )
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図版 1

1.山 ノ内28号墳の遠景

2.山 ノ内28号墳調査前の状況



図版 2

1.墳丘部撹乱土除去作業状況

2.撹乱土除去完了状況



図版 3

■|●■■
1.墳丘北側上層 (西から)



図版 4
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l.墳丘東側土層 (南から)

2.墳丘東側土層 (南から)



図版 5

1.主体部東側土層 (西から)

2.主体部東側土層 (西から)



1.周溝・掘り方・石材抜き取り痕検出状況

2.山 ノ内28号墳調査後全景 (西から)



図版 7

1.墳丘ベル ト内須恵器出土状況 (D-3)
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2.墳丘ベル ト内須恵器出土状況 (F-6)
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図版 10
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図版 14

IIIII

1.第 1地点調査前全景 (北から)

2.第 1地点 トレンチ東側土層 (西から)



図版 15
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l.第 2地点調査前全景
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図版 16

1.第 3地点調査前全景 (西から)

2.第 3地点 トレンチ南側土層 (北から)



図版 17

1.炭窯跡検出状況

2.炭窯南側土層 (北から)



図版 18

1.煙道 (シ ョウジ)

2.炭窯調査後全景 (東から)



図版 19

1.坂本奥火塚 1号墳全景
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2.主体部石材状況
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